
　
　
今
回
、
委
託
さ
れ
る
地
区
の
ご
み
収
集

箇
所
が
何
箇
所
あ
る
か
伺
い
た
い
。

　
　

熊
谷
Ｃ
地
区
は
、
東
西
２
つ
の
地
区
に

分
か
れ
て
お
り
、
可
燃
ご
み
の
集
積
所
数
は
、

平
成
23
年
11
月
現
在
、
東
コ
ー
ス
２
２
２
カ

所
、
西
コ
ー
ス
２
５
４
カ
所
あ
る
。

　
　
可
燃
ご
み
の
委
託
割
合
が
、
直
営
３
割
、

委
託
７
割
に
な
る
と
い
う
話
だ
が
、
ご
み
の

量
は
ど
れ
ぐ
ら
い
か
伺
い
た
い
。

　
　

平
成
22
年
度
実
績
で
は
、
委
託
さ
れ
た

場
合
、
直
営
１
万
３
，
８
２
３
．
４
５
ト
ン
、

委
託
は
３
万
１
，
４
０
３
．
４
４
ト
ン
と
な

る
。

（
所
管
課
・
環
境
美
化
セ
ン
タ
ー
）

平
成
24
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算（
民
生
費・

衛
生
費
）
に
つ
い
て

　
　
扶
助
費
の
関
係
で
、
台
風
12
号
で
な
く

な
ら
れ
た
方
へ
の
弔
慰
金
を
支
給
す
る
根
拠

に
つ
い
て
、
ま
た
、
こ
の
場
合
必
ず
支
給
さ

れ
る
も
の
な
の
か
伺
い
た
い
。

　
　

熊
谷
市
災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関
す

る
条
例
第
３
条
の
規
定
に
基
づ
き
支
給
す
る

も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
同
条
例
第
７
条
に
支

給
制
限
規
定
が
あ
り
、
死
亡
者
の
故
意
又
は

重
過
失
に
よ
る
場
合
な
ど
は
支
給
さ
れ
な
い
。

（
所
管
課
・
福
祉
課
）

　
　
新
た
に
統
合
さ
れ
る
保
育
所
の
収
容
人

員
は
何
人
を
予
定
し
て
い
る
か
、
ま
た
、
同

保
育
所
区
域
外
の
方
の
入
所
は
ど
れ
ぐ
ら
い

か
伺
い
た
い
。

　
　

定
員
に
つ
い
て
は
90
名
で
、

現
状
の
入
所
状
況
か
ら
推
定
す

る
と
同
保
育
所
の
区
域
外
か
ら

の
入
所
は
１
割
程
度
と
見
込
ん

で
い
る
。

（
所
管
課
・
保
育
課
）

公
益
的
法
人
等
へ
の
熊
谷
市
職
員
の
派
遣
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

　
　
派
遣
し
て
い
る
職
員
の
人
数
と
、
そ
の

職
員
が
派
遣
先
団
体
で
担
っ
て
い
る
職
責
に

つ
い
て
、
伺
い
た
い
。

　
　

条
例
に
あ
る
４
団
体
の
う
ち
、
現
在
職

員
を
派
遣
し
て
い
る
の
は
、
公
益
財
団
法
人

熊
谷
市
文
化
振
興
財
団
の
み
で
、
派
遣
人
数

は
３
人
で
あ
る
。

　

そ
の
内
訳
は
、
事
務
局
次
長
兼
チ
ー
フ
プ

ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
が
１
人
、
ゼ
ネ
ラ
ル
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
が
１
人
、
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
が
１
人

で
あ
る
。
事
務
局
次
長
兼
チ
ー
フ
プ
ロ
デ
ュ

ー
サ
ー
は
、
事
務
局
長
の
補
佐
を
す
る
と
と

も
に
、
自
主
事
業
の
実
施
に
つ
い
て
の
責
任

者
で
あ
り
、
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
は
、
チ
ー
フ

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
も
と
で
自
主
事
業
の
実

施
に
あ
た
る
。
ま
た
、
ゼ
ネ
ラ
ル
マ
ネ
ー
ジ
ャ

ー
は
、
施
設
の
管
理
運
営
の
責
任
者
で
あ
る
。

（
所
管
課
・
職
員
課
）

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
（
熊
谷
市

立
熊
谷
南
小
学
校
屋
内
運
動
場
建
築
工
事
）

　
　
落
札
価
格
に
つ
い
て
、
籠
原
小
学
校
、

三
尻
小
学
校
と
比
べ
１
，
０
０
０
万
円
以
上

の
格
差
が
あ
る
が
、
そ
の
要
因
に
つ
い
て
伺

い
た
い
。

　
　

熊
谷
南
小
学
校
に
つ
い
て
は
、
屋
内
運

動
場
を
支
持
す
る
地
盤
が
固
く
、
深
さ
１
・

４
メ
ー
ト
ル
の
と
こ
ろ
を
直
接
基
礎
と
し
て

い
る
が
、
籠
原
小
学
校
及
び
三
尻
小
学
校
に

つ
い
て
は
、
地
盤
が
若
干
や
わ
ら
か
い
た
め
、

籠
原
小
学
校
で
は
深
さ
４
メ
ー
ト
ル
の
と
こ

ろ
ま
で
地
盤
改
良
を
行
い
、
ま
た
三
尻
小
学

校
で
は
深
さ
２
・
４
メ
ー
ト
ル
の
と
こ
ろ
を

基
礎
深
さ
と
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
そ
の

土
工
事
に
か
か
る
費
用
や
、
附
属
棟
の
面
積

等
の
違
い
が
設
計
価
格
の
差
と
な
り
、
落
札

価
格
の
差
に
な
っ
て
い
る
。

（
所
管
課
・
営
繕
課
）

　　　人権尊重宣言都市・くまがや　　　　　　　　　　　　　　　  24. 8.１　くまがや市議会だより　第28号

委員会での主な質疑

総
務
文
教
常
任
委
員
会

委員長
　小林　甚一
副委員長
　原口　健二
委員
　並木　正一
　松本　富男
　福田　勝美
　富岡　信吾
　大山美智子
　守屋　　淳

委員長
　森　　新一
副委員長
　黒澤三千夫
委員
　新井　清次
　新井　昭安
　松岡　兵衛
　三浦　和一
　松本貢市郎
　大嶋　和浩

福
祉
環
境
常
任
委
員
会

保育所に転用される
　　　　　　　大里保健センター



熊
谷
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
　
東
日
本
大
震
災
の
被
害
に
対
す
る
税
改

正
と
の
こ
と
だ
が
、
税
の
控
除
が
可
能
な
金

額
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。
ま
た
、
条
例
が
適

用
さ
れ
る
と
想
定
さ
れ
る
方
は
、
熊
谷
市
に

在
住
し
て
い
る
か
、
伺
い
た
い
。

　
　

特
別
控
除
の
金
額
は
、
３
千
万
円
が
限

度
で
あ
る
。
ま
た
、
条
例
の
適
用
を
受
け
る

可
能
性
の
あ
る
市
内
在
住
の
方
は
、
本
年
５

月
末
時
点
で
６
世
帯
８
人
で
あ
る
。

（
所
管
課
・
保
険
年
金
課
）

平
成
24
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算（
商
工
費
）

に
つ
い
て

　
　
「
ふ
る
さ
と
熊
谷
の
祭
り
応
援
基
金
」

の
設
置
さ
れ
た
経
緯
と
、
こ
の
よ
う
な
基
金

に
寄
附
を
し
た
場
合
の
控
除
の
仕
組
み
に
つ

い
て
、
伺
い
た
い
。

　
　

基
金
の
設
置
経
緯
は
、
熊
谷
市
が
持
っ

て
い
た
熊
谷
駅
ビ
ル
の
高
崎
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ

ル
株
の
譲
渡
金
を
元
に
基
金
を
設
立
し
た
も

の
で
あ
る
。
株
所
有
の
目
的
が
熊
谷
駅
周
辺

の
活
性
化
で
あ
っ
た
た
め
、
う
ち
わ
祭
等
の

委員会での主な質疑
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振
興
を
図
る
た
め
の
基
金
と
し
た
も
の
で
あ

っ
た
。
ま
た
、
控
除
に
つ
い
て
は
、
税
額
控

除
が
あ
る
が
、
そ
の
額
に
つ
い
て
は
、
個
人

に
つ
い
て
は
、
上
限
は
な
い
。
ま
た
、
法
人

に
つ
い
て
は
、
全
額
損
金
と
し
て
控
除
さ
れ

る
。

（
所
管
課
・
商
業
観
光
課
）

　
　
「
ふ
る
さ
と
熊
谷
の
祭
り
応
援
基
金
」

の
対
象
と
な
っ
て
い
る
祭
り
は
、
ど
の
よ
う

に
規
定
さ
れ
て
い
る
の
か
、
伺
い
た
い
。

　
　

「
ふ
る
さ
と
熊
谷
の
祭
り
応
援
基
金
の

活
用
に
よ
る
補
助
金
交
付
に
関
す
る
要
綱
」

を
設
置
し
、
そ
の
中
で
定
め
て
い
る
。
条
文

で
、
「
熊
谷
う
ち
わ
祭
等
」
と
な
っ
て
い
る

が
、
熊
谷
う
ち
わ
祭
の
他
、
当
該
年
度
に
お

い
て
観
光
協

会
が
補
助
金
・

負
担
金
を
支

出
し
て
い
る

祭
り
と
い
う

こ
と
で
規
定

し
て
い
る
。

（
所
管
課
・

商
業
観
光
課
）

熊
谷
市
都
市
公
園
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

　
　
今
ま
で
の
条
例
だ
と
熊
谷
運
動
公
園
に

限
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
今
度
は
ど
の
有
料

公
園
で
も
指
定
管
理
者
が
設
け
ら
れ
た
場
合

に
は
適
用
で
き
る
よ
う
文
言
を
変
え
た
い
と

い
う
こ
と
で
よ
い
の
か
、
伺
い
た
い
。

　
　

有
料
公
園
施
設
の
料
金
の
収
受
に
関
し

て
定
め
た
条
文
の
改
正
を
す
る
も
の
で
あ
り
、

今
ま
で
熊
谷
運
動
公
園
と
い
う
固
有
名
詞
を

挙
げ
て
い
た
部
分
を
削
除
し
、
す
べ
て
の
有

料
公
園
に
対
応
で
き
る
も
の
で
あ
る
。

（
所
管
課
・
公
園
緑
地
課
）

市
道
路
線
の
認
定
・
廃
止
に
つ
い
て

　
　
和
田
吉
野
川
の
改
修
に
伴
い
廃
止
す
る

市
道
に
つ
い
て
「
再
認
定
し
管
理
し
た
い
た

め
」
と
い
う
の
は
、
ど
う
い
う
意
味
か
。
今

ま
で
認
定
し
て
い
て
ま
た
再
認
定
す
る
と
そ

の
格
付
け
が
変
わ
っ
て
く
る
の
か
、
伺
い
た

い
。

　
　

起
点
、
終
点
等
が
変
わ
っ
た
場
合
、
い

っ
た
ん
従
前
の
も
の
は
廃
止
し
、
新
し
い
経

路
で
再
度
認
定
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
１
路
線
と
い
う
の
は

連
続
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
路

線
の
途
中
に
河
川
が
入
る
こ
と
な
ど
に
よ
り

１
路
線
が
分
断
さ
れ
た
場
合
は
い
っ
た
ん
廃

止
の
う
え
、
２
路
線
と
し
て
あ
ら
た
め
て
認

定
し
直
す
必
要
が
あ
る
。

（
所
管
課
・
管
理
課
）

大里地域を流れる和田吉野川

うちわ祭


